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北はりま消防指令センター開設
　北はりま消防指令センターの開設記念
式典が、6月19日（木）に行われました。
　平成26年7月から指令センターの運用
が開始されることにより、119番の受報・
出動指令等や車両情報・病院情報等の支
援情報が、一括してネットワーク化が図ら
れることで、より高度で確実な通信業務や、
多様化する災害現場での対応が迅速かつ
正確に行われることが期待されています。
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安田丸 2期目4年間の船出、
　　　　　副市長に吉田秋広氏を選任

報
告
第
２
号
　
専
決
処
分
の
報
告

（
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定

め
る
こ
と
）　

　
平
成
２６
年
４
月
２０
日
午
前
１０
時

ご
ろ
、
加
東
市
天
神
４
８
５
番
地

３
、
消
防
団
が
消
火
栓
の
ペ
ン
キ

の
塗
布
作
業
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

直
後
に
そ
の
上
を
通
過
し
た
車
両

の
ボ
デ
ィ
を
ペ
ン
キ
に
よ
り
汚
損

さ
せ
た
も
の
で
、
自
動
車
の
修
理

代
１１
万
２
３
４
２
円
を
賠
償
す
る
。

【
問
】当
日
の
実
際
の
消
防
団
の
活

動
状
況
の
説
明
を
求
め
る
。

【
答
】消
火
栓
蓋
に
ペ
ン
キ
を
塗
る

作
業
直
後
に
車
が
通
過
し
、
汚
損

し
た
。

【
問
】ほ
か
の
通
過
車
両
か
ら
何
の

苦
情
も
な
か
っ
た
の
か
。

【
答
】こ
の
車
両
以
外
に
被
害
請
求

は
な
か
っ
た
。

【
問
】今
後
各
消
防
団
に
ペ
ン
キ
塗

り
作
業
を
さ
せ
る
の
か
、
今
後
要

望
が
出
た
地
域
の
部
分
を
専
門
家

に
任
す
考
え
は
。

【
答
】今
回
の
提
案
は
少
し
時
間
を

か
け
、
消
防
団
幹
部
と
も
一
度
協

議
を
す
る
。

承
認
第
１
号
　
専
決
処
分
の
承
認

（
平
成
２６
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
））

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳

入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
１１
万
３
千

円
を
追
加
す
る
。

　
　
　
　
　
全
会
一
致
で
承
認

２加東市 議会だより Ｎｏ.３０

安田丸 2期目4年間の船出、
　　　　　副市長に吉田秋広氏を選任

安田丸 2期目4年間の船出、
　　　　　副市長に吉田秋広氏を選任

　５月１４日、第５２回臨時会が開会された。報告１件、承認２件、人事案件同意６件、
兵庫県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙では安田正義市長を選任した。

人事案件� 
副市長の選任に同意� 
吉 田 秋 広 氏（掎鹿谷）

人権擁護委員の推薦に同意� 
松 本 ま つ み 氏（新定）

監査委員の選任に同意� 
小 西 勝 之 氏（上滝野）

固定資産評価委員の選任に同意� 
時 本 敏 行 氏（上田）

教育委員の任命に同意
大 島 巧 男 氏（河高）� 
藤 本 謙 造 氏（多井田）

選　挙� 
兵庫県後期高齢者医療広域連合議会議員� 
当選人　安 田 正 義 市 長

5月 臨 時 会

専決処分の承認を求める件（平成26年度加東市一般会
計補正予算（第1号））�

専決処分の承認を求める件（加東市税条例等の一部を
改正する条例制定）�

加東市副市長の選任の件� 

加東市監査委員の選任の件� 

加東市教育委員の任命の件� 

加東市教育委員の任命の件� 

人権擁護委員の推薦の件� 

加東市固定資産評価委員の選任の件� 

加東市一般会計補正予算（第2号）� 

加東市介護保険保険事業特別会計補正予算（第1号）� 

加東市介護保険サービス事業特別会計補正予算（第1号）

加東市病院事業会計補正予算(第1号)  

加東市税条例等の一部改正する条例制定の件� 

加東市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定の件 

加東市臨時又は非常勤の嘱託員等の報酬及び費用弁償�
に関する条例の一部を改正する条例制定の件�

ノート型及びデスクトップ型パソコン購入の件� 

加東市一般会計補正予算（第3号）� 

小型動力ポンプ付積載車等購入の件� 

地域公共交通活性化特別委員会設置に関する決議
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6 月 定 例 会

 

報
告
第
３
号
〜
６
号

　
平
成
２５
年
度
各
会
計
予
算
を

平
成
２６
年
度
へ
繰
り
越
し
た
た

め
、
繰
越
計
算
書
の
報
告
を
受

け
た
。

◇
一
般
会
計
＝
バ
ス
車
庫
新
築

工
事
費
他
１４
事
業
で
総
額
５
億

８
６
０
１
万
１
千
円

【
問
】子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
、
国
の
作
業
が
遅
れ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

的
に
は
今
後
ど
う
な
る
か
。

【
答
】来
年
の
４
月
施
行
に
向
け

て
国
の
基
準
が
示
さ
れ
れ
ば
す

ぐ
に
か
か
れ
る
よ
う
に
準
備
し

て
い
る
。

◇
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
特

別
会
計
＝
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
構

築
業
務
費
に
４０
万
７
千
円

◇
水
道
事
業
会
計
＝
三
草
山
山

口
登
山
道
周
辺
整
備
他
１
事
業

で
３
３
５
０
万
円

◇
下
水
道
事
業
会
計
＝
梶
原
地

内
の
雨
水
排
水
管
布
設
工
事
費

に
１
９
０
０
万
円
。

 

報
告
第
７
号
・
８
号

　（
公
財
）加
東
文
化
振
興
財
団

及
び（
株
）夢
街
人
と
う
じ
ょ
う

の
平
成
２５
年
度
の
経
営
状
況
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

※
Ｐ
５
の
表
参
照

◇
（
公
財
）
加
東
文
化
振
興
財

団【問
】デ
ン
マ
ー
ク
地
方
金
融
公

庫
の
期
限
前
償
還
に
つ
い
て
。

【
答
】最
近
の
円
安
の
進
行
に
よ

り
期
限
前
償
還
で
利
息
の
４
０

０
万
円
を
入
金
し
１
億
円
は
定

期
預
金
に
切
り
替
え
た
。

【
問
】育
成
事
業
で
事
業
数
が
昨

年
よ
り
増
え
て
い
る
が
。

【
答
】分
類
を
変
え
た
た
め
数
の

カ
ウ
ン
ト
の
仕
方
が
変
わ
っ
て

い
る
が
事
業
数
は
昨
年
と
変
わ

っ
て
い
な
い
。

【
問
】東
条
コ
ス
ミ
ッ
ク
ホ
ー
ル

は
音
響
効
果
の
い
い
ホ
ー
ル
で

あ
る
が
、
事
業
で
滝
野
文
化
会

館
や
、
や
し
ろ
国
際
学
習
塾
も

使
用
さ
れ
て
い
る
。
東
条
コ
ス

ミ
ッ
ク
ホ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に

認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
。

【
答
】３
館
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
の
あ

る
ホ
ー
ル
な
の
で
今
後
も
特
徴

を
生
か
し
た
利
用
の
仕
方
を
し

て
い
き
た
い
。

【
問
】自
主
事
業
収
益
の
１
千
万

円
に
対
す
る
費
用
が
よ
く
分
か

ら
な
い
の
だ
が
。

【
答
】財
団
法
人
か
ら
公
益
財
団

法
人
に
移
行
し
て
、
経
費
の
区

分
が
３
区
分
に
分
か
れ
、
う
ち
、

公
益
目
的
事
業
会
計
の
経
常
費

用
の
事
業
費
が
公
演
に
係
る
経

費
と
な
っ
て
い
る
。

【
問
】実
際
に
イ
ベ
ン
ト
に
関
し

て
収
益
が
１
千
万
円
で
支
出
が

１
億
円
と
な
る
た
め
管
理
料
も

事
業
収
益
に
入
っ
て
い
る
が
こ

の
認
識
で
い
い
の
か
。

【
答
】指
定
管
理
料
の
中
に
も
一

部
事
業
費
に
係
る
部
分
が
あ
る

た
め
、
こ
れ
を
事
業
収
入
に
入

れ
て
い
る
。
そ
う
認
識
い
た
だ

け
た
ら
と
思
う
。

【
問
】事
業
計
画
で
１０
月
ま
で
の

分
は
出
て
い
る
が
、
今
年
度
は

こ
れ
で
終
わ
り
な
の
か
。
若
者

向
け
の
音
楽
の
企
画
等
は
今
後

計
画
の
予
定
は
な
い
の
か
。

【
答
】下
半
期
に
あ
と
１
〜
２
事

業
計
画
の
準
備
が
あ
る
。
老
若

男
女
に
合
う
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス

も
考
え
な
が
ら
今
後
も
協
議
し

て
い
き
た
い
。

【
問
】平
成
２５
年
度
は
５
０
０
万

円
程
の
黒
字
が
出
て
い
る
が
、

平
成
２６
年
度
は
１
４
０
０
万
円

の
赤
字
を
出
し
て
事
業
を
実
施

す
る
予
定
か
。

【
答
】平
成
２６
年
度
は
受
取
利
息

が
３
５
０
万
円
減
り
、
滝
野
文

化
会
館
３０
周
年
記
念
事
業
で
積

極
的
な
予
算
を
組
ん
だ
事
に
よ

り
平
成
２５
年
度
の
５
２
０
万
円

の
黒
字
分
を
翌
年
度
の
事
業
に

充
て
、
不
足
分
は
今
ま
で
の
期

末
残
高
を
繰
り
入
れ
る
予
算
組

み
に
な
っ
て
い
る
。

◇
（
株
）
夢
街
人
と
う
じ
ょ
う

【
問
】「
コ
ス
モ
ス
の
館
」
の
平

成
２６
年
度
は
、
従
業
員
の
接
客

マ
ナ
ー
の
向
上
や
知
識
の
習
得

を
図
る
と
あ
る
が
、
具
体
的
に

ど
う
改
善
す
る
の
か
。

【
答
】
開
店
し
、
新
規
採
用
し

て
日
が
浅
い
た
め
、
店
員
自
体

の
接
客
が
不
十
分
で
あ
る
。
今

後
生
産
者
と
消
費
者
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
緻
密
に
し
な
が
ら
す
す

め
て
い
き
た
い
。

【
問
】特
産
館
は
こ
こ
数
年
、
前

年
度
の
売
り
上
げ
を
下
回
っ
て

お
り
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
具

体
的
に
ど
う
改
善
す
る
の
か
。

【
答
】店
舗
前
の
コ
ス
モ
ス
会
の

テ
ン
ト
が
な
く
な
り
、
動
線
が

変
わ
っ
た
の
が
一
つ
の
要
因
だ

が
、
今
後
、
商
品
の
配
置
や
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
を
変
え
た
り
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

【
問
】部
門
別
に
収
支
は
把
握
さ

れ
て
い
る
の
か
。

【
答
】部
門
別
に
は
把
握
で
き
て

な
い
が
ト
ー
タ
ル
と
し
て
前
年

度
よ
り
若
干
伸
び
て
い
る
。

平
成
２６
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

【
問
】防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
交

換
の
７４
基
は
新
規
に
さ
れ
る
の

か
。

【
答
】昨
年
度
の
調
査
漏
れ
分
の

交
換
と
な
る
。

【
問
】｢

ぽ
か
ぽ｣

の
ボ
イ
ラ
ー

を
取
替
え
、
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
と

太
陽
熱
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

と
燃
料
費
が
ど
れ
ぐ
ら
い
軽
減

さ
れ
る
の
か
。

【
答
】年
間
約
３
０
０
万
円
の
削

減
が
で
き
る
。
新
た
な
設
備
に

３
５
０
０
万
円
程
度
か
か
る
が
、

１２
年
で
元
が
取
れ
る
計
算
に
な

る
。

３ 加東市 議会だより Ｎｏ.３０

　
第
５３
回
加
東
市
議
会
定
例
会
は
、６
月
２
日
か
ら
２６
日
ま
で
の
２５
日
間
の
会
期
で
開

会
し
た
。

　
市
長
よ
り
報
告
６
件
の
他
、一
般
会
計
補
正
予
算
、特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
１０
議

案
が
提
案
さ
れ
、い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。
ま
た
、議
員
よ
り｢

地
域
公
共

交
通
活
性
化
特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る
決
議｣

案
が
提
出
さ
れ
た
が
、賛
成
少
数
で

否
決
し
た
。

　
１８
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
１２
名
の
議
員
が
市
当
局
の
考
え
を
質
し
た
。

た
だ

経営報告　　　　
加東文化振興財団・夢街人とうじょう
経営報告　　　　
加東文化振興財団・夢街人とうじょう
経営報告　　　　
加東文化振興財団・夢街人とうじょう



【
問
】子
ど
も
・
子
育
て
の
例
規

整
備
支
援
業
務
は
業
者
に
委
託

す
る
の
か
。

【
答
】９
月
定
例
会
に
上
げ
る
た

め
に
は
７
月
末
に
は
条
例
の
ほ

か
、
規
則
等
を
ま
と
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
時
間
的
な
余
裕

が
な
い
た
め
業
者
に
委
託
す
る

予
定
で
あ
る
。

【
問
】こ
う
い
う
作
業
は
役
所
が

す
べ
き
で
民
間
に
委
託
す
る
の

は
納
得
い
か
な
い
が
。

【
答
】作
成
は
職
員
が
行
な
う
が
、

チ
ェ
ッ
ク
は
業
者
に
お
願
い
す

る
。

【
問
】消
防
の
無
線
の
サ
イ
レ
ン

は
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
り
何
年
で
取

り
替
え
る
も
の
な
の
か
。

【
答
】今
回
修
繕
が
必
要
な
の
は

滝
野
地
域
の
み
で
社
地
域
・
東

条
地
域
に
は
同
型
の
も
の
は
な

い
。
整
備
時
期
ま
で
は
把
握
し

て
い
な
い
。

 

反
対
討
論

・
子
ど
も
・
子
育
て
の
例
規
集

整
備
業
務
は
、
市
役
所
の
仕
事

の
根
本
で
あ
り
民
間
に
委
ね
る

こ
と
に
反
対
す
る
。
　（
藤
尾
）

賛
成
多
数
で
可
決

平
成
２６
年
度
病
院
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

【
問
】被
告
は
市
民
病
院
か
。

【
答
】市
が
訴
え
ら
れ
て
い
る
。

【
問
】ど
れ
ぐ
ら
い
の
損
害
賠
償

を
請
求
さ
れ
て
い
る
の
か
。

【
答
】５
０
０
万
円
と
印
紙
代
３

万
円
に
な
っ
て
い
る
。

【
問
】弁
護
士
費
用
と
し
て
病
院

賠
償
責
任
保
険
か
ら
１
１
７
万

５
千
円
収
入
が
あ
る
が
、
費
用

に
増
減
が
発
生
し
た
場
合
は
ど

う
対
処
す
る
の
か
。

【
答
】弁
護
士
と
相
談
し
補
正
予

算
に
計
上
し
た
。
裁
判
に
要
す

る
期
間
を
考
慮
し
、
本
年
度
は

こ
れ
ぐ
ら
い
の
費
用
を
見
込
ん

で
い
る
。

賛
成
多
数
で
可
決

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

改
正
理
由
　
国
民
健
康
保
険
法

施
行
令
一
部
改
正
と
地
方
税
法

施
行
令
の
一
部
改
正
の
施
行
に

伴
う
改
正
。

改
正
内
容

・
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税

限
度
額
を
２
万
円
引
き
上
げ
１６

万
円
に
す
る
。

・
介
護
納
付
金
課
税
限
度
額
を

２
万
円
引
き
上
げ
１４
万
円
に
。

・
均
等
割
額
を
５
割
減
額
す
る

基
準
に
世
帯
主
を
含
め
る
。

・
均
等
割
額
を
２
割
減
額
す
る

基
準
を
一
人
当
た
り
１０
万
円
引

き
上
げ
４５
万
円
に
す
る
。

【
問
】改
正
に
よ
り
ど
の
程
度
の

影
響
を
見
込
ま
れ
て
い
る
か
。

【
答
】限
度
額
の
引
き
上
げ
に
つ

い
て
は
５
０
０
万
円
程
度
の
増

収
、
２
割
軽
減
・
５
割
軽
減
に

つ
い
て
は
６
０
０
万
円
程
度
の

減
収
を
見
込
ん
で
い
る
。

【
問
】平
成
２４
年
度
は
７
７
０
１

万
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
す
る
必
要
が
な
い
と
思
う
。

ま
た
、
偏
っ
た
負
担
を
強
い
ら

れ
る
と
思
う
が
。

【
答
】国
の
制
度
の
改
正
に
合
わ

せ
た
も
の
で
あ
る
。

全
会
一
致
で
可
決

パ
ソ
コ
ン
購
入
の
件

　
新
型
の
パ
ソ
コ
ン
に
入
れ
替

え
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
向
上

を
図
る
た
め
、
ノ
ー
ト
型
及
び

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型
パ
ソ
コ
ン
を

１
６
０
台
購
入
す
る
。

契
約
相
手
方
＝
（
株
）
ニ
チ
ワ

購
入
金
額
＝
１
６
０
６
万
６
７

２
８
円

【
問
】セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
料
金
は
含

ま
な
い
と
の
こ
と
だ
が
。

【
答
】市
職
員
が
全
て
セ
ッ
ト
ア

ッ
プ
し
て
配
布
す
る
。

【
問
】入
れ
か
え
る
パ
ソ
コ
ン
を

他
で
活
用
す
る
方
法
は
な
い
の

か
。
ま
た
、
処
分
は
ど
う
す
る

の
か
。

【
答
】現
在
６
年
で
更
新
を
行
な

っ
て
い
る
。
最
新
の
Ｏ
Ｓ
に
入

れ
替
え
て
も
動
き
が
遅
い
た
め
、

デ
ー
タ
を
消
去
処
理
し
て
売
り

払
い
処
分
す
る
。

全
会
一
致
で
可
決

報
告
第
９
号
　
専
決
処
分
報
告

平
成
２６
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

　
消
防
団
の
消
防
車
両
と
私
用

車
の
接
触
で
相
手
方
の
車
の
修

理
費
９
万
７
６
０
０
円
を
支
払

う
。

【
問
】こ
の
よ
う
な
事
案
が
最
近

多
い
が
、
消
防
団
に
し
っ
か
り

と
し
た
指
導
を
な
さ
れ
て
い
る

の
か
市
長
に
伺
う
。

【
答
】平
素
か
ら
分
団
長
会
に
は

そ
の
旨
の
指
導
を
行
っ
て
い
る

が
、
言
い
続
け
る
し
か
な
い
と

思
う
。
今
後
も
引
き
続
き
指
導

を
行
っ
て
い
く
。

全
会
一
致
で
可
決

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
等

購
入
の
件

　
登
録
後
１７
年
以
上
経
過
し
た

消
防
車
両
及
び
小
型
動
力
ポ
ン

プ
を
更
新
す
る
。

・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車

＝
西
垂
水
分
団
・
下
久
米
分
団
・

牧
野
分
団

・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
な
し
軽
積

載
車
＝
田
中
分
団

・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
＝
山
国
分

団契
約
の
相
手
方
＝
（
有
）
岡
本

ポ
ン
プ

購
入
金
額
＝
３
６
８
３
万
８
８

０
０
円

【
問
】軽
積
載
車
だ
が
、
４
名
乗

車
で
装
備
品
積
ん
で
重
量
は
。

【
答
】１
・
４
ｔ
以
内
と
定
め
ら

れ
て
い
る
。

【
問
】オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
で
フ

ル
乗
車
で
走
れ
る
も
の
な
の
か
。

【
答
】最
近
オ
ー
ト
マ
限
定
の
免

許
保
持
の
団
員
が
お
り
区
長
会

か
ら
の
要
望
も
あ
っ
た
た
め
。

【
問
】ポ
ン
プ
の
み
を
購
入
す
る

意
図
は
。

【
答
】ポ
ン
プ
の
み
更
新
の
時
期

が
き
た
た
め
で
あ
る
。

全
会
一
致
で
可
決

 

決
　
議

地
域
公
共
交
通
活
性
化
特
別
委

員
会
設
置
に
関
す
る
決
議

提
案
理
由

　
現
在
、
市
で
は
自
主
運
行
バ

ス
や
東
条
地
域
に
お
け
る
路
線

バ
ス
の
対
応
、
福
祉
タ
ク
シ
ー

事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
総
合

的
な
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら

抜
本
的
な
検
討
を
行
う
必
要
が

あ
る
た
め
設
置
の
提
案
を
し
た
。

【
問
】特
別
委
員
会
を
設
置
さ
れ

る
理
由
は
。

【
答
】今
後
の
公
共
交
通
は
、
幅

広
い
現
場
に
関
わ
っ
て
く
る
と

思
う
た
め
。

【
問
】改
選
ま
で
数
ヶ
月
だ
が
、

そ
れ
ま
で
に
結
論
を
出
さ
れ
る

の
か
。

【
答
】そ
れ
ま
で
に
結
論
が
出
な

け
れ
ば
引
き
継
ぐ
と
い
う
手
も

あ
る
。
一
刻
も
早
く
審
議
す
べ

き
と
思
う
。

 

反
対
討
論

・
所
管
の
委
員
会
で
審
議
す
べ

き
で
あ
る
。
　
　
　
　（
小
紫
）

・
改
選
ま
で
に
充
分
な
審
議
が

で
き
る
か
疑
問
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　（
石
井
雅
彦
）

 

賛
成
討
論

・
公
共
交
通
は
全
て
の
分
野
に

関
わ
っ
て
く
る
も
の
で
あ
り
、

特
別
委
員
会
に
て
審
議
す
る
の

が
妥
当
で
あ
る
。
　
　（
磯
貝
）

・
期
間
は
関
係
な
い
。
東
条
地

域
か
ら
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
で
は

不
十
分
で
総
合
的
に
考
え
る
べ

き
で
あ
る
。
　
　
　
　（
二
階
）

賛
成
少
数
で
否
決

４加東市 議会だより Ｎｏ.３０



※特産館、コンビニ、コスモスの館はレジ回数、
　レストランは実客数

■会社の概況■
①発行株式総数  550株   ②株主数  6
③株主と出資状況

５ 加東市 議会だより Ｎｏ.３０

  報　告� 

(株)夢街人とうじょうの経営状況
　道の駅とうじょうの指定管理者となって
いる「㈱夢街人とうじょう」の経営状況に
ついて報告を受ける。

報
　
告�  

公
益
財
団
法
人
加
東
文
化
振
興
財
団
の
経
営
状
況�             

　
公
益
財
団
法
人
加
東
文
化
振
興
財
団
が
指
定
管
理
者
と
な
り
運
営
を
行
っ
て
い
る
﹇
や
し
ろ
国
際
学
習
塾
﹈

﹇
滝
野
文
化
会
館
﹈﹇
東
条
文
化
会
館
﹈
の
決
算
報
告
と
事
業
状
況
の
説
明
を
受
け
る
。

 収 支 計 算 書
平成25年4月1日～平成26年3月31日まで平成25年度

平成25年度決算報告書(損益計算書)
平成25年4月1日～平成26年3月31日まで 

■施設の利用状況■ 

科　　　　　　目 決 算 額 備　　　　考

 Ⅰ収入の部�  

   1 基本財産運用収入�  

   2 特定資産運用収入�  

   3 会費収入�  

   4 事業収入�  

         自主事業収入� 

         施設管理運営受託事業収入 

         文化事業開催受託事業収入

         受講料収入� 

         参加費等その他事業収入 

   5 補助金等収入� 

   6 雑収入�  

   7 基本財産取崩収入�  

   当期収入合計   (A)  

   前期繰越収支差額� 

   収入合計         (B)  

 Ⅱ支出の部     

   1 公演等の開催事業費支出� 

　2 友の会事業費支出

   3 管理費支出�  

   当期支出合計        （C）  

   当期収支差額    (A) ー （C)  

　投資活動収支差額　（Ｄ）�  

   次期繰越収支差額  （B）－（C）＋（Ｄ）

�    

基本財産運用利息収入�    

特定資産運用利息収入�    

法人会員6名   個人会員492件�    

    

チケット売上収入�    

3館の指定管理料収入 (加東市より)    

文化事業開催受託料   (加東市より)    

音楽教室・バレエ受講料�    

日本木管コンクール参加費等�   

日本木管コンクール協賛金等�   

予算利息・コピー使用料・物販手数料等�    

    

    

    

    

    

イベント・セミナー等の開催事業費支出�    

友の会運営経費�    

人件費・修繕費・光熱費・委託料・通信運搬費

�    

4,816,277

56,250

798,000

138,906,466

10,023,466

90,686,000

27,156,000

7,411,000

3,630,000

1,208,575

442,751

0

146,228,319

44,625,794

190,854,113

 

112,046,077

851,770

27,783,439

140,681,286

5,547,033

－1,955,460

48,217,367

施　設　名

やしろ国際学習塾
滝 野 文 化 会 館
東 条 文 化 会 館

★振興普及事業………キダ・タロー、押尾コータローコンサート、きらめきシネマ等12事業、31公演�         
★育成事業……………バレエスクール・バイオリン教室・講座・加東音楽めぐり等7事業、5教室、28公演
★日本木管コンクール……クラリネット部門　全国から121名参加

使用日数（回） 利用者数（人）
628 (595) 
495 (590) 
591 (622) 

28,564  (29,239)
25,508  (27,982)
19,680  (17,933)

■平成25年度利用状況■ 
施　設　名 利用者数（人）営業日数

科　　　　目

【売　上　高】
【売 上 原 価】
　期首棚卸高
　仕  入  高
　合    　 計
　期末棚卸高
　　　　　　　　売上総利益
【販売費及び一般管理費】
　 　 　 　 　 　 営 業 利 益
【営  業  外  収  益 】
  受  取  利  息
  雑    収     入
【営  業  外  費  用 】
  雑 損 失
        　　 経 常 利 益
 
【特    別    損    失】
  特  別  償  却
  税 引 前 当 期 純 利 益
  法 人 税 等 充 当 額
  　　　　　  当期純利益

�

5,592,722 
216,759,177 
222,351,899 
5,559,240 

 
 
 
 

39,608 
1,492,516 

 
 19,431 

 
 
 

1,185,000 

�
308,938,312

  
  
  
  

216,792,659
 92,145,653
 90,493,397
 1,652,256

  
  

 1,532,124
  

  19,431
 3,164,949

  

 1,185,000
 1,979,949
 677,346

 1,302,603

金　　　　額

（単位：円）

（　）は昨年度値

(単位：円)

特　産　館

レストラン

コ ン ビ ニ

コスモスの館

合　　　計

52,525

54,328

321,209

88,140

516,202

343(328)

361(354)

365(365)

323(302)

（  55,808）

（  49,655）

（295,146）

（  77,170）

（477,779）

株　主　名
持 株 数 持 株 比 率

出　資　状　況

加 東 市 �       

加 東 市 商 工 会 �       

みのり農業協同組合�       

兵庫県釣針協同組合�       

東条農業者連合�       

コ ス モ ス 会

275�

40�

175�

20�

20�

20

50.0 %

7.27 %

31.82 % 

3.63 %

3.63 %

3.63 %

108％

（　）は昨年度値

(平成26年3月31日現在)
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所
管
事
務
調
査

平
成
２５
年
度
の
教
育
委
員
会
点

検
と
評
価
に
つ
い
て

　
平
成

２５
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
「
人

間
力
の
育
成
」
と
し
て
い
る
。

　
評
価
基
準
に
つ
い
て
は
、
担

当
課
で
参
加
者
の
声
、
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
、
計
画
者
の
意
図
、

満
足
度
等
を
も
と
に
内
部
評
価

と
し
て
表
記
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
に
基
づ
き
、
次
年
度
事

業
へ
の
継
承
、
発
展
を
目
的
に

し
て
作
成
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
２
名
の
外
部
評
価
委

員
の
所
見
も
頂
い
て
い
る
と
の

説
明
を
受
け
た
。

【
問
】中
学
生
の
ト
ラ
イ
や
る
・

ウ
イ
ー
ク
は
開
始
か
ら
１６
年
経

っ
て
事
業
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
て

き
た
の
で
は
な
い
か
。

【
答
】
少
し
マ
ン
ネ
リ
化
の
傾

向
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　
本
年
度
か
ら
市
の
観
光
協
会

や
商
工
会
の
協
力
の
も
と
、
連

絡
協
議
会
を
開
催
、
こ
の
事
業

の
趣
旨
等
を
理
解
い
た
だ
く
事

業
所
の
拡
大
に
努
め
、
子
ど
も

た
ち
の
希
望
に
沿
う
よ
う
努
力

し
て
い
く
。

【
問
】小
学
校
、
中
学
校
の
体
育

祭
の
実
施
時
期
の
変
更
は
検
討

し
た
の
か
。

【
答
】校
長
会
で
熱
中
症
対
策
を

十
分
に
と
る
こ
と
を
確
認
し
、

本
年
度
は
９
月
実
施
で
変
更
は

し
て
い
な
い
。

　
今
後
も
校
長
会
で
時
期
の
変

更
も
含
め
た
検
討
を
し
て
い
く
。

【
問
】電
子
黒
板
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に

つ
い
て
い
け
な
い
先
生
も
い
る

と
昨
年
は
報
告
さ
れ
た
が
、
現

在
の
状
況
は
。

【
答
】使
用
頻
度
に
お
い
て
半
数

程
度
の
教
師
が
週
に
１
・
２
回

使
用
し
て
お
り
、
上
達
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

　
現
在
は
教
室
に
１
台
の
常
設

は
な
い
が
、
平
成

３０
年
を
め
ど

に
小
・
中
学
校
の
教
室
に
常
設

さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
さ
ら
な

る
使
用
頻
度
を
上
げ
て
い
き
た

い
。

【
問
】「
か
と
う
夢
プ
ラ
ン
」
で

わ
く
わ
く
英
語
村
と
い
う
事
業

が
あ
る
が
、
ど
う
い
う
内
容
か
。

【
答
】現
在
３
中
学
校
に
配
置
さ

れ
て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
活
用
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

育
成
と
い
う
観
点
で
、
長
期
休

業
中
に
半
日
程
度
実
施
し
て
い

く
。

公
共
施
設
適
正
化
計
画
に
つ
い

て〔
概
要
〕
本
年
４
月
に
国
か
ら
、

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
策
定
に
あ
た
っ
て
の
指
針
」

が
示
さ
れ
、
市
の
管
理
す
る
基

盤
施
設
、
公
営
企
業
施
設
を
含

む
全
て
の
公
共
施
設
を
対
象
に
、

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

の
早
期
策
定
を
要
請
し
て
い
る
。

　
こ
れ
を
受
け
、
市
で
は
平
成

２４
年
３
月
に
完
成
し
た
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
白
書
、
平
成

２５
年
度
に
検
討
し
た
施
設
の
方

向
性
や
あ
り
方
等
の
内
容
を
基

に
、
公
共
施
設
適
正
化
計
画
を

本
年
度
に
策
定
す
る
。

①
施
設
個
々
の
将
来
の
方
向
性
。

②
１０
年
を
期
間
と
す
る
年
次
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
。

③
新
た
に
必
要
と
な
る
施
設
の

設
置
に
関
す
る
こ
と
。

④
施
設
の
統
廃
合
等
に
伴
い
生

じ
る
機
能
の
集
約
等
に
関
す
る

こ
と
な
ど
。

【
問
】い
ろ
い
ろ
な
公
共
施
設
に

つ
い
て
の
具
体
的
な
方
向
性
が

決
定
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
段

階
で
の
市
政
懇
談
会
へ
の
提
示

は
時
期
尚
早
で
混
乱
を
招
く
の

で
は
な
い
か
。

【
答
】個
々
の
物
を
残
す
か
残
さ

な
い
か
の
提
示
で
は
な
く
、
現

状
が
こ
う
で
あ
っ
て
、
だ
か
ら

適
正
化
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
。

　
個
々
の
施
設
の
話
は
、
素
案

が
で
き
た
段
階
で
何
ら
か
の
方

法
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
説
明
し

て
い
く
。

【
問
】策
定
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

に
当
初
か
ら
一
般
の
人
や
、
学

識
経
験
者
に
入
っ
て
い
た
だ
か

な
い
の
か
。

【
答
】昨
年
度
提
案
を
作
っ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
を
基

に
当
初
立
ち
上
げ
る
が
、
必
要

に
応
じ
て
有
識
者
の
出
席
も
求

め
ら
れ
る
よ
う
内
部
の
要
綱
に

規
定
し
て
い
る
。

【
問
】
１０
年
を
期
間
と
す
る
年
次

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
が
、
計
画
白

書
な
ど
を
作
り
来
年
度
以
降
は

進
め
て
い
く
の
か
。

【
答
】ま
だ
具
体
的
な
個
々
の
も

の
に
つ
い
て
考
え
て
い
な
い
が
、

先
行
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
分

野
を
洗
い
出
し
、
適
正
化
と
い

う
考
え
だ
け
で
な
く
、
広
く
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
た
な
か
で
進

め
て
い
き
た
い
。

滝
野
地
域
音
声
告
知
放
送
受
信

機
整
備
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

〔
概
要
〕
設
置
工
事
組
合
に
加

盟
さ
れ
て
い
る

１５
事
業
者
で
５

月
の
連
休
明
け
か
ら
宅
内
工
事

を
進
め
て
、
７
月
の
中
旬
ま
で

に
完
了
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

早
く
整
備
で
き
れ
ば
、
８
月
１

日
の
運
用
計
画
を
前
倒
し
す
る
。

平
成
二
十
六
年
度
職
員
採
用
試

験
の
実
施
に
つ
い
て

〔
概
要
〕
第
２
次
定
員
適
正
化

計
画
に
基
づ
き
職
員
採
用
を
実

施
し
て
き
た
が
、
諸
事
情
に
よ

り
計
画
ど
お
り
の
採
用
が
で
き

て
い
な
い
。
今
年
度
は
、
複
数

回
化
、
多
様
化
を
図
り
新
規
採

用
を
確
保
す
る
。

　
な
お
、

１０
月
採
用
は
、
タ
ワ

ー
ジ
ャ
ズ
ジ
ャ
パ
ン
西
脇
工
場

従
業
員
の
雇
用
機
会
も
図
る
。

第
１
回
平
成
２６
年
１０
月
採
用

・
一
般
事
務
職
　
　
　
若
干
名

・
建
築
職
　
　
　
　
　
　
１
名

・
土
木
職
　
　
　
　
　
　
１
名

・
障
害
者
雇
用
　
　
　
若
干
名

第
２
回
平
成
２７
年
４
月
採
用

・
一
般
事
務
職
（
前
期
）

　
　
　
　
　
　
　   

５
名
程
度

・
保
健
師
　
　
　
　
　
　
１
名

第
３
回
平
成
２７
年
４
月
採
用

・
一
般
事
務
職
（
後
期
）

　
　
　
　
　
　
　   

２
名
程
度

・
民
間
企
業
等
職
務
経
験
者

　
　
　
　
　
　
　   

２
名
程
度

・
一
般
事
務
職
（
高
卒
）
１
名

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委 員 会 報 告



加東市マスコットキャラクター
「加東伝の助」

公園施設長寿命化計画案（年度別対策費）
単位 : 百万円

計　画 合　計H27

112 122 117 128 107 111 124 114 125 129 1,189

H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36

長寿命化
対 策 費

 

所
管
事
務
調
査

　

生
活
道
路
整
備
補
助
制
度
の
改

正
に
つ
い
て

 
生
活
道
路
の
現
状
　

　
認
定
基
準
は
、
有
効
幅
員
が

お
お
む
ね
２
ｍ
以
上
の
地
区
が

管
理
し
て
い
る
道
路
で
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
道
路
。

・
起
点
ま
た
は
終
点
が
国
、
県
、

市
道
及
び
農
道
の
い
ず
れ
か
に

接
続
し
、
人
家
が
２
戸
以
上
利

用
し
て
い
る
道
路

・
公
共
施
設
ま
た
は
地
区
公
民

館
、
広
場
等
の
公
的
施
設
に
連

絡
し
て
い
る
道
路

 

改
正
の
趣
旨

　
現
行
の
生
活
道
路
補
助
制
度

は
、
路
面
舗
装
の
新
設
及
び
全

面
舗
装
補
修
の
み
を
対
象
と
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
生
活
道

路
の
舗
装
整
備
は
進
ん
で
い
る

が
、
緊
急
車
両
の
通
行
に
支
障

が
あ
る
路
幅
の
狭
い
道
路
の
改

良
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
現
行

の
制
度
で
は
、
費
用
の
全
額
が

地
区
の
負
担
と
な
る
こ
と
が
大

き
な
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
改

善
策
と
し
て
、
補
助
制
度
を
拡

充
し
、
地
区
負
担
の
軽
減
を
図

る
こ
と
に
よ
り
生
活
道
路
の
機

能
強
化
と
利
便
性
の
向
上
を
図

る
。

 

今
回
拡
充
分

・
道
路
側
溝
の
新
設
、
補
修
工

事
（
蓋
掛
補
修
も
含
む
）
及
び

こ
れ
ら
の
工
事
に
係
る
付
帯
工

事・
道
路
擁
壁
の
新
設
、
補
強
工

事
及
び
こ
れ
ら
の
工
事
に
か
か

る
付
帯
工
事

※
補
助
率
（
１
／
２
以
内
）
の

変
更
は
な
い

 

補
助
対
象
外

・
用
地
費
等

・
３
年
以
内
に
市
が
公
共
事
業

と
し
て
整
備
を
行
う
予
定
の
あ

る
も
の

・
施
行
箇
所
の
直
下
流
の
排
水

に
支
障
の
あ
る
側
溝
工
事

・
同
一
箇
所
、
同
一
工
種
の
補

修
で
、
こ
の
制
度
の
補
助
対
象

と
な
っ
た
補
修
工
事
の
施
工
後

１０
年
以
内
の
も
の

・
施
行
日
平
成

２７
年
４
月
１
日

公
園
施
設
長
寿
命
化
修
繕
計
画

に
つ
い
て

（
目
的
）
国
の
動
向
を
踏
ま
え
、

次
の
３
つ
を
主
な
目
的
と
し
て

加
東
市
公
園
施
設
長
寿
命
化
計

画
を
策
定
し
た
。

・
長
期
的
な
公
園
機
能
の
安
全

性
の
確
保

　
点
検
、
補
修
、
更
新
を
計
画

的
に
進
め
る
こ
と
で
、
公
園
機

能
を
保
全
し
、
安
全
性
を
確
保

す
る
。

・
補
修
と
更
新
費
用
の
平
準
化

　
予
防
保
全
管
理
を
導
入
し
、

損
傷
が
顕
在
化
す
る
前
か
ら
補

修
及
び
更
新
を
計
画
的
に
実
施

す
る
こ
と
で
、
補
修
等
に
要
す

る
費
用
の
平
準
化
を
図
り
、
年

度
ご
と
の
財
政
的
負
担
の
差
を

縮
小
す
る
。

・
長
寿
命
化
で
コ
ス
ト
削
減

　
こ
れ
ま
で
の
事
後
保
全
型
管

理
か
ら
予
防
保
全
型
管
理
に
転

換
す
る
こ
と
で
、
公
園
施
設
の

長
寿
命
化
を
図
り
、
中
期
的
な

維
持
管
理
費
用
の
縮
減
を
図
る
。

水
道
事
業
（
嬉
野
東
地
区
）
実

施
要
望
と
今
後
の
対
応
に
つ
い

て　
嬉
野
東
地
区
概
算
事
業
費
で

給
水
管
埋
設
後
の
道
路
工
事
に

つ
い
て
半
幅
舗
装
復
旧
の
説
明

を
聞
い
た
。

国
道
１
７
５
・
３
７
２
号
交
差

部
周
辺
活
性
化
基
本
計
画
の
加

東
市
道
の
駅
に
関
す
る
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
つ
い
て

 

調
査
結
果
の
概
要
（
傾
向
）

・
普
段
、
市
内
で
買
い
物
し
て

い
る
市
民
が
多
く
、
最
も
お
す

す
め
で
き
る
購
入
先
は
「
ふ
れ

す
こ
社
」
が
約

５３
％

・
道
の
駅
で
求
め
る
機
能
、
サ

ー
ビ
ス
は
、｢

地
元
農
産
物
が

購
入
で
き
る｣

が
最
も
高
く
約

６
割
を
占
め
て
い
る
。
他
に
、

地
元
特
産
品
（
加
工
品
）、
日

本
海
や
瀬
戸
内
海
の
海
産
物
な

ど
の
購
入

・
魅
力
あ
る
農
産
物
直
売
所
を

整
備
し
た
場
合
、
ほ
と
ん
ど
の

市
民
が｢

道
の
駅
を
利
用
し
た

い｣

と
回
答
し
て
お
り
、
約
５

割
の
市
民
は｢

週
に
１
回
利
用

す
る｣

と
回
答

・
食
に
関
す
る
施
設
へ
の
ニ
ー

ズ
は
、｢

焼
き
立
て
の
パ
ン
屋｣

「
食
べ
放
題
の
レ
ス
ト
ラ
ン
」

「
窯
で
作
る
ピ
ザ
屋
」
な
ど
が

高
い

・「
農
」
に
関
す
る
活
動
は
、

７
割
近
く
の
市
民
が
何
ら
か
の

活
動
に
参
加
や
関
心
が
あ
り
、

「
収
穫
体
験
」「
地
元
の
方
が
教

え
る
食
の
教
室
」
な
ど
の
割
合

が
高
い

・
加
東
市
の
特
産
品
を
活
用
し

た
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
の
販
売
は
、

約
５４
％
の
市
民
の
利
用
意
向
が

あ
る

７ 加東市 議会だより Ｎｏ.３０

産
業
建
設
常
任
委
員
会



入 院 収 益
外 来 収 益
そ の 他
医 業 外 収 益
特 別 利 益

給 与 費
材 料 費
そ の 他
医 業 外 費 用
特 別 損 失

収 支 差 引（Ａ－Ｂ）
年間延入院患者数年間
延 外 来 患 者 数
病 床 稼 働 率
給 与 費 比 率

９５１,６３１
４７５,５３０
１９４,５７１
２３２,６６６
１５０,０００
２,００４,３９８
１,３４３,９５５
２４９,３２５
５４３,８１５
４６,２７０
１,７８２

２,１８５,１４７
▲１８０,７４９
２９,７１９人
５５,９５３人
５８.６％
８２.９％

収

益

費

用

平成25年度

加東市病院事業会計決算見込
［単位：千円］

収益合計（Ａ）

費用合計（Ｂ）

８加東市 議会だより Ｎｏ.３０

 

所
管
事
務
調
査

「
東
条
鯉
こ
い
ラ
ン
ド
」
の
移

転
に
つ
い
て

【
現
状
】市
の
児
童
館
及
び
同
機

能
を
も
つ
施
設
は
旧
町
単
位
で

３
か
所
あ
る
。
社
児
童
館
、
滝

野
児
童
館
は
専
用
施
設
で
運
営

し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
東
条
鯉
こ
い
ラ
ン

ド
は
、
東
条
公
民
館
を
間
借
り

し
て
い
る
た
め
、
子
ど
も
用
の

ト
イ
レ
が
無
い
な
ど
設
備
面
が

不
十
分
で
あ
る
の
と
合
わ
せ
、

入
館
者
数
の
増
加
（
Ｈ
２５
年
度

は
Ｈ
２３
年
度
比
較
し
倍
増
）
に

よ
り
か
な
り
手
狭
状
態
で
あ
る
。

【
移
転
場
所
】「
道
の
駅
と
う
じ

ょ
う
」
南
側
の
土
地
を
都
市
再

生
機
構
か
ら
購
入
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
広
場
と
し
て
整
備
し
、

そ
の
一
角
に
新
築
移
転
す
る
。

【
施
設
概
要
】１
階
は
児
童
館
と

地
域
住
民
や
工
業
団
地
進
出
企

業
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
託
児

所
を
配
置
。
２
階
に
は
多
目
的

室
を
整
備
す
る
予
定
。

【
整
備
方
法
】
早
期
の
供
用
開

始
が
必
要
な
こ
と
か
ら
民
間
活

力
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
方
式
）
を
活
用
し

て
整
備
す
る
予
定
。

【
問
】Ｐ
Ｐ
Ｐ
方
式
の
活
用
に
至

っ
た
経
緯
は
。

【
答
】都
市
再
生
機
構
が
平
成
３０

年
度
ま
で
の
完
売
方
針
を
出
し

た
。
そ
れ
ま
で
に
整
備
を
す
る

こ
と
に
よ
り
企
業
の
進
出
促
進

へ
の
期
待
を
込
め
て
い
る
。

【
問
】託
児
所
機
能
は
進
出
企
業

に
よ
る
管
理
・
運
営
を
予
定
し

て
い
る
が
、
企
業
の
目
星
は
つ

い
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
採
算

面
で
の
リ
ス
ク
が
大
き
い
の
で

は
な
い
か
。

【
答
】プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
公

募
す
る
方
針
だ
が
、
整
備
は
地

域
振
興
課
の
所
管
で
あ
り
事
業

者
等
は
聞
い
て
い
な
い
。

　
採
算
面
で
は
、
成
り
立
つ
の

で
は
な
い
か
と
の
感
触
を
つ
か

ん
で
い
る
。

【
問
】現
状
を
み
れ
ば
整
備
は
必

要
で
あ
る
。
公
共
施
設
適
正
化

の
議
論
の
中
で
の
調
整
は
さ
れ

て
い
る
の
か
。

【
答
】公
共
施
設
適
正
化
の
中
で

は
統
廃
合
を
中
心
に
諮
ら
れ
て

い
る
。
東
条
鯉
こ
い
ラ
ン
ド
に

つ
い
て
は
、
新
た
に
整
備
す
る

と
い
う
方
針
な
の
で
適
正
化
の

中
で
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

平
成
２５年
度
加
東
市
民
病
院
事

業
決
算
見
込
み
に
つ
い
て

【
入
院
】神
経
内
科
は
、
認
知
症

疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
を
フ
ル
稼

働
す
る
た
め
に
外
来
を
優
先
し

た
た
め
、
入
院
患
者
が
３
６
８

７
人
減
少
し
た
。

　
外
科
は
、
医
師
３
名
の
退
職
、

整
形
外
科
は
、
前
年
度
は
非
常

に
無
理
な
勤
務
を
し
て
収
益
増

に
努
め
た
が
、
平
成
２５
年
度
は

医
師
の
健
康
管
理
面
に
配
慮
し
、

入
院
患
者
を
抑
え
た
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
１
８
０
６
人
、
１
７
０

２
人
減
少
。

【
外
来
】泌
尿
器
科
は
、
医
師
退

職
に
よ
り
２
１
５
３
人
減
少
し
、

外
来
全
体
で
は
４
７
５
５
人
減

少
。

【
問
】平
成
２５
年
３
月
末
で
神
経

内
科
の
医
師
２
名
が
退
職
し
た

が
、
早
め
に
当
初
予
算
の
見
直

し
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
】経
営
健
全
化
基
本
計
画
評

価
委
員
会
で
も
検
証
し
、
予
算

の
見
直
し
を
予
定
し
て
い
る
。

【
問
】特
別
利
益
を
加
え
て
も
１

億
８
千
万
円
の
赤
字
と
も
な
れ

ば
現
金
の
資
金
繰
り
は
大
丈
夫

か
。

【
答
】３
月
末
時
点
で
の
現
金
残

額
は
約
１
億
３
７
０
０
万
円
で

あ
る
が
、
工
事
の
支
払
い
等
で

資
金
繰
り
が
苦
し
い
状
況
は
確

か
で
あ
る
。

 

金
岡
院
長
よ
り

　
平
成
２４
年
度
は
、
常
勤
医
師

一
人
あ
た
り
毎
月
１
０
７
５
万

円
を
収
益
目
標
と
し
た
。
昨
年

は
健
康
管
理
上
の
配

慮
で
抑
制
し
た
が
、

現
在
は
こ
の
収
益
額

に
戻
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
さ

ら
な
る
支
出
の
見
直
し
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

移
行
に
つ
い
て

【
背
景
】急
速
な
少
子
化
、
地
域

や
家
庭
の
子
育
て
力
の
低
下
、

親
の
就
労
状
況
の
違
い
に
よ
る

教
育
・
保
育
の
提
供
体
制
の
違

い
な
ど
子
育
て
環
境
を
め
ぐ
る

課
題
が
あ
る
。

【
概
要
】消
費
税
率
引
き
上
げ
の

財
源
を
活
用
し
、
幼
児
期
の
教

育
・
保
育
な
ど
子
育
て
支
援
を

総
合
的
に
進
め
る
仕
組
み
を
構

築
し
、
待
機
児
童
の
解
消
や
子

育
て
支
援
の
質
・
量
を
充
実
さ

せ
る
。

厚
生
常
任
委
員
会



議
案
説
明
に
関
す
る
質
疑
応
答

【
問
】加
東
市
は
公
共
料
金
が
高

い
（
上
下
水
道
・
介
護
保
険
料
・

国
保
税
な
ど
）
予
算
の
一
般
財

源
が
多
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

【
答
】介
護
保
険
料
は
、
加
東
市

の
場
合
、
認
定
率
が
高
い
こ
と

と
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
率
が
高
い

た
め
他
市
に
比
べ
る
と
高
く
な

っ
て
い
る
。

【
問
】財
政
指
標
が
作
成
さ
れ
て

い
な
い
の
は
市
の
職
員
が
知
ら

な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

行
政
監
査
を
お
願
い
し
た
い
。

【
答
】加
東
市
で
は
、
平
成
二
十

年
度
決
算
か
ら
総
務
省
方
式
改

訂
モ
デ
ル
に
基
づ
き
、
財
務
書

類
４
表
を
作
成
、
公
表
し
て
い

る
。
ま
た
、
健
全
化
判
断
比
率

及
び
資
金
不
足
比
率
を
議
会
に

報
告
す
る
と
と
も
に
、
公
表
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
。
決
算
状
況
・
財
政
状
況
資

料
集
な
ど
総
務
省
Ｈ
Ｐ
、
加
東

市
Ｈ
Ｐ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
た

め
行
政
監
査
を
す
る
必
要
は
無

い
。

【
問
】公
共
施
設
「
東
条
グ
ラ
ウ

ン
ド
」
の
借
地
料
は
。

【
答
】公
共
施
設
の
借
地
料
は
一

年
毎
に
契
約
し
て
い
る
施
設
が

多
く
、
施
設
毎
に
見
直
し
を
協

議
し
て
い
る
。
東
条
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
借
地
料
は
年
間
６
５
３
万

６
８
１
６
円
で
あ
る
。

【
問
】農
村
地
域
減
災
・
防
災
対

策
の
内
容
は
。

【
答
】国
の
緊
急
経
済
対
策
補
正

予
算
に
対
応
し
て
、
総
合
的
な

防
災
・
減
災
対
策
を
実
施
し
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
総

合
対
策
と
し
て
、
農
村
防
災
施

設
等
の
整
備
に
必
要
な
調
査
や

整
備
事
業
を
実
施
す
る
も
の
で
、

横
谷
広
谷
池
、
吉
馬
滑
下
池
の

調
査
計
画
事
業
。
又
池
、
奥
ノ

池
、
天
神
池
、
御
所
谷
新
池
、

下
り
藤
池
等
の
整
備
事
業
。

 

意
見
交
換
会

【
問
】小
野
市
の
市
長
が
コ
ミ
バ

ス
の
広
域
連
携
を
言
わ
れ
て
い

る
が
、
天
神
電
鉄
小
野
駅
線
は

今
後
ど
う
な
る
の
か
。

【
答
】小
野
市
の
方
針
が
変
わ
っ

た
た
め
や
む
を
得
な
い
状
況
で

あ
る
が
市
の
責
任
で
運
行
し
て

い
る
。
今
後
、
天
神
か
ら
バ
ス

の
運
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

総
合
的
な
観
点
か
ら
引
き
続
き

研
究
し
て
い
く
。

【
問
】米
田
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
件

で
、
神
姫
バ
ス
と
の
協
議
を
進

め
て
、
途
中
乗
降
が
出
来
る
よ

う
に
な
れ
ば
も
っ
と
利
用
者
が

増
え
る
と
思
う
が
。
ま
た
、
運

転
者
の
責
任
に
つ
い
て
、
事
故

が
あ
っ
た
場
合
に
運
転
者
に
負

担
が
か
か
り
心
配
だ
。
市
民
の

負
担
が
多
い
よ
う
で
は
長
続
き

し
な
い
の
で
は
。

【
答
】他
市
の
事
例
等
も
参
考
に

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。
ま

た
、
運
転
者
の
件
は
プ
ロ
に
委

託
す
る
の
も
選
択
肢
の
一
つ
と

思
う
が
引
き
続
き
調
査
研
究
し

て
い
く
。

【
問
】米
田
ふ
れ
あ
い
バ
ス
は
一

人
乗
せ
る
の
に
５
千
円
か
か
る
。

ま
た
、
き
よ
み
ず
バ
ス
の
場
合

は
８
千
円
か
か
る
が
ど
う
か
。

【
答
】あ
る
程
度
の
費
用
は
か
か

る
が
、
福
祉
行
政
、
高
齢
者
の

足
を
確
保
す
る
市
と
し
て
の
使

命
が
あ
る
。
今
後
、
公
共
交
通

に
つ
い
て
加
東
市
に
相
応
し
い

独
自
の
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
向
け
て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
第
6
回
議
会
報
告
会
を
、5
月
１７
日
（
土
）
加
東
市
庁
舎
二
階
2
0
1
会
議
室
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
様
か
ら
活
発
な
ご
質
問
、ご
意
見
、ご
要
望
や
提
言
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
回
答
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
き
ま
し
て
も
、今
後
の
議
会
活
動
に
反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
紙
に
は
主
な
内
容
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

９ 加東市 議会だより Ｎｏ.３０

平成24年度決算に基づく健全化判断比率等について

財務書類4表を作成、公表しています

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の施行により、毎年度、健全化判断比率及び資金不足
比率を監査委員の審査に付した上で、議会に報告するとともに、公表することが義務付けられています。
　加東市は、平成２４年度決算に基づく健全化判断比率の４比率は、いずれも「健全段階」にあり、各
公営企業につきましても、資金不足を生じていないため、資金不足比率は該当しない団体となっていま

加東市では、平成２０年度決算から総務省方式改訂モデルに基づき、財務書類４表を作成、公表しています。

※実質赤字比率、連結実質赤字比率については、実質収支及び連結実質収支がともに赤字となっていないので、比率を「－」
　と表しています。（　　　）は参考比率で、△は黒字を意味します。また将来負担比率はマイナスとなるため、比率を「－」
　と表記しています。（　　　）は参考比率です。

実質赤字比率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率

－（△ 5.98）
－（△32.90）
11.1　　　

－（△28.8  ）

13.08�
18.08�
25.0�
350.0

20.0�
30.0�
35.0

平成24年度決算 早期健全化基準 財政再生基準基準
（単位：％）



報告会の様子

ア.0％

イ.77％
ウ.0％

無回答.
23％

ア.62％イ.15％

ウ.0％

その他.
23％

無回答.0％

ア.15％

イ.46％

ウ.23％

無回答.
15％

ア.46％

イ.31％

ウ.8％

無回答.
15％

ア.23％

イ.38％

ウ.23％

無回答.
15％

ア.0％

イ.77％
ウ.0％

無回答.
23％

ア.0％

イ.77％
ウ.0％

無回答.
23％

１０加東市 議会だより Ｎｏ.３０

設問及び回答
２．内容について１．報告会開催をどのようにして

　 知られたか？

ア.チラシ
イ.ケーブルテレビ
ウ.ポスター
その他
無回答

① 報告の時間

② 質問に対する
　 答弁の内容

ア.わかりやすい
イ.どちらともいえない
ウ.わかりにくい
無回答

ア.わかりやすい
イ.どちらともいえない
ウ.わかりにくい
無回答

３．時間配分について

ア. 長い
イ.ちょうどよい
ウ. 短い
無回答

② 質疑の時間
ア. 長い
イ.ちょうどよい
ウ. 短い
無回答

① 報告の内容

③ 開催時間

ア. 早い
イ.ちょうどよい
ウ. 遅い
無回答

４．議会だよりの内容に
　ついて
ア.わかりやすい
イ.どちらともいえない
ウ.わかりにくい
無回答

■ 議会報告会アンケート ■

参加者の皆さんから、貴重なご意見・ご要望をいただきました。今後の議会活動に反映して
まいります。

（会場で発言された意見やアンケートに記載されている事項を原文のまま、まとめました）

ご意見
・

ご要望

・プロジェクターの画面がわかりにくい。
・大門地区の参加者より、大門橋の架け替え早期実現を求める。
・とどろき荘の件等、指定管理者制度の見直しをすべきでは。
・新庁舎の建設費に関わる最終的な報告を市民に説明してほしい。
・議員減少の流れの中、課題は増加する現状であり益々議員の役割の重要性が増してくる。
・それぞれの課題について論点整理はなされたのか。
・個人的な意味不明の発言が見られますので司会者が整理して欲しい。
・映像の文字が鮮明でないので工夫して下さい。
・大多数の議員の皆さん眼が悪い方が多いですね、眼を大切にしてください。眼は口ほどに物を言う。
・河川に魚道を！上流に田んぼダムの横転開を！
・間伐材の処理、里山の保水力、ブナのような木の植林など必要だ。
・名前を紹介する時、自分の名前を大きな声ではっきりと言って下さい。
 また答弁する時も何を言っているのかわかりません、難しい言葉でなく平易な言葉でお願いします。
・説明は議会だよりの内容とほぼ同じであった、各課題については数値を使って説明する方が良いと思った。       
　頑張って下さい。
・コミバスについて考えてください。
・ぽかぽ・とどろき荘に行くバスの連絡をお願いします。



一 般 質 問

消防避難訓練の様子

１１ 加東市 議会だより Ｎｏ.３０

問答

磯
貝
　
邦
夫

小
川 

忠
市

石
井 

正
敏

問答問答

問答問答

　
　
公
契
約
条
例
制
定
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
労
働
者
の
賃
金
や
働
く
環
境
や
安
全
等
を
考
慮
し
、

来
年
度
に
条
例
を
制
定
す
る
旨
、
担
当
課
に
指
示
を
し

て
い
る
。
加
東
市
に
あ
っ
た
規
模
工
事
の
発
注
状
況
や

内
容
等
を
勘
案
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

□
公
債
権
、
市
税
５
億
９
２
０
０
万
円
の
滞
納
に
つ
い

　
て

□
定
住
自
立
圏
構
想
に
お
け
る
加
東
市
の
認
識
に
つ
い

　
て

　
　
介
護
保
険
の
算
定
で
、
保
険
料
の
負
担
に
不
公
平

感
が
あ
る
。
保
険
料
の
算
定
に
係
る
所
得
段
階
の
分
け

方
は
、
国
の
方
針
で
７
段
階
な
の
か
。

　
　
国
が
示
す
標
準
の
所
得
段
階
は
６
段
階
で
、
市
は
、

市
町
村
民
税
本
人
課
税
層
の
第
６
段
階
を
２
つ
に
区
分

け
し
、
７
段
階
の
保
険
料
率
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
高

額
所
得
者
だ
け
に
負
担
を
か
け
す
ぎ
ず
、
低
所
得
者
に

も
配
慮
し
て
、
す
べ
て
の
人
に
負
担
を
分
散
し
、
全
体

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
所
得
段
階
に
し
て
い
る
。

　
平
成
２７
年
度
は
保
険
料
基
準
額
の
見
直
し
の
時
期
で
、

で
き
る
だ
け
不
公
平
感
の
な
い
よ
う
、
き
め
細
か
い
所

得
段
階
に
努
め
て
い
く
。

都
市
公
園
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

　
　
市
内
に
は
６８
箇
所
の
公
園
が
あ
り
、
社
地
域
に
は

２０
箇
所
の
う
ち
、
9
箇
所
に
は
公
衆
ト
イ
レ
が
設
置
さ

れ
て
い
な
い
。
特
に
、
千
鳥
ヶ
丘
公
園
に
公
衆
ト
イ
レ

を
設
置
す
る
こ
と
が
当
然
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
当
局

と
し
て
設
置
す
る
考
え
が
あ
る
か
。
ま
た
設
置
基
準
は

ど
う
か
。

　
　
街
区
公
園
の
標
準
面
積
２
５
０
０
㎡
よ
り
小
規
模

な
１
１
２
４
㎡
で
あ
り
、
利
用
範
囲
が
街
区
居
住
者
で

あ
る
た
め
、
ト
イ
レ
は
設
置
し
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

□
日
本
酒
需
要
拡
大
に

　
伴
う
酒
米
増
産
体
制

　
の
確
立
に
つ
い
て

□
水
田
フ
ル
活
用
へ
飼

　
料
米
振
興
に
つ
い
て

公
契
約
条
例
を
　
　
　
　
　
　
　

制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て

介
護
保
険
の
算
定
に
つ
い
て

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

　
　
安
田
市
長
は
、
市
政
二
期
目
の
決
意
と
し
て
「
市

民
の
安
全
・
安
心
を
最
優
先
に
、
市
の
発
展
に
全
力
を

尽
く
す
。」
と
述
べ
ら
れ
た
が
、
改
め
て
「
高
齢
者
福

祉
」
に
対
す
る
市
長
の
所
信
を
問
う
。

　
　「
高
齢
者
福
祉
の
推
進
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」

は
、
平
成
２６
年
度
の
施
政
方
針
で
も
主
要
政
策
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
、

こ
れ
か
ら
も
時
代
の
要
請
に
対
応
し
た
高
齢
者
福
祉
の

充
実
に
努
め
て
い
く
姿
勢
に
変
わ
り
は
な
い
。

新
庁
舎
の
避
難
訓
練
に
つ
い
て

　
　
新
庁
舎
に
は
全
面
開
庁
以
来
、
多
く
の
方
が
訪
れ

る
機
会
が
増
し
た
が
、
危
機
管
理
と
し
て
避
難
訓
練
等

を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
新
庁
舎
は
防
火
対
象
物
に
該
当
す
る
こ
と
か
ら
、

消
防
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
そ
の
計
画
の
中
で
年
一

回
の
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
今

年
は
７
月
１８
日
に
予
定
し
て
い
る
。
市
職
員
の
消
火
、

誘
導
、
通
報
訓
練

等
と
合
わ
せ
加
東

消
防
署
の
特
殊
車

両
を
使
用
し
た
救

出
訓
練
も
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

□
障
害
者
優
先
調

　
達
推
進
法
に
つ

　
い
て



朝の福田橋

背筋を伸ばす健康遊具
「背のばしベンチ」（社中央公園）

エピペン

１２加東市 議会だより Ｎｏ.３０

問答

志
方
　
勉

長
谷
川
勝
己

長
谷
川
幹
雄

問答

問答

　
　
国
道
の
開
通
に
よ
り
、
県
は
、
福
田
橋
を
老
朽
化

な
ど
に
よ
り
、
す
ぐ
に
は
撤
去
し
な
い
も
の
の
、
撤
去

す
る
方
針
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
国
道
か
ら
市
道
へ
の

取
り
付
け
道
路
の
設
計
変
更
を
提
案
す
る
が
、
見
解
を

問
う
。
福
田
橋
を
少
し
で
も
長
く
利
用
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
バ
ス
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
駅
の
近
接
部
で
発

着
で
き
る
よ
う
調
査
、
検
討
の
結
果
は
。

　
　
地
元
よ
り
県
に
対
し
、
福
田
橋
存
続
の
強
い
意
見

や
要
望
が
あ
り
、
市
と
し
て
も
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

提
案
の
国
道
改
築
案
も
案
の
一
つ
と
し
て
県
へ
提
案
す

る
。
福
田
橋
の
当
面
の
対
応
と
し
て
、
通
過
車
両
を
減

少
さ
せ
る
た
め
の
対
策
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、
ま

た
、
バ
ス
ル
ー
ト
は
、
福
田
橋
に
関
わ
る
動
向
に
連
動

し
て
お
り
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
今

後
も
、
地
元
の
意
見
を
踏
ま
え
、
県
及
び
地
元
と
十
分

な
協
議
、
検
討
を
重
ね
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

□
新
た
な
市
道
認
定

　
基
準
の
策
定
に
つ

　
い
て

　
　
加
東
市
に
お
け
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
周
知
の
現
状

と
今
後
の
取
り
組
み
の
方
向
性
を
問
う
。

　
　
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
の
園
児
、
児
童
、
生
徒
へ
の

対
応
は
、
非
常
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
学
校
の
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
に
対
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
対
応
が
な
さ
れ
る

よ
う
各
学
校
長
に
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

　
管
理
職
、
教
諭
が
研
修
会
に
参
加
し
、
特
に
各
学
校

の
養
護
教
諭
は
全
員
が
研
修
を
受
け
、
事
故
防
止
策
と

緊
急
時
の
適
切
な
対
応
が
で
き
る
。

　
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
自
己
注
射
薬
（
エ
ピ
ペ
ン
）
を
処
方

さ
れ
た
園
児
、
児
童
が
在
籍
す
る
学
校
・
園
は
危
機
意

識
を
持
っ
て
お
り
、
学
校
医
と
の
密
接
な
連
携
・
指
導

の
も
と
、
全
教
職
員
が
速
や
か
に
緊
急
時
の
対
応
が
で

き
る
よ
う
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　
加
東
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
年
度
各
学
校
・

園
に
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
園
児
、
児
童
、
生
徒
の

調
査
を
依
頼
し
、
原
因
食
品
、
主
治
医
を
個
別
に
把
握

し
、
詳
細
な
献
立
や
弁
当
に
よ
る
対
応
を
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

□
支
援
物
資
供
給
の

　
円
滑
化
に
つ
い
て

福
田
橋
の
撤
去
に
伴
う
　
　
　
　

国
道
の
設
計
変
更
に
つ
い
て

健
康
歩
道
の
修
復
と
　
　
　
　

健
康
遊
具
設
置
に
つ
い
て

学
校
給
食
に
お
け
る
　　
　
　
　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て

　
　
固
定
し
た
小
石
の
上
を
歩
き
、
足
の
ツ
ボ
を
刺
激

し
健
康
に
な
っ
て
い
た
だ
く
「
健
康
歩
道
」
が
市
内
に

8
箇
所
あ
る
が
、
一
部
に
小
石
の
抜
け
落
ち
た
所
も

あ
る
。

　
ま
た
、
健
康
遊
具
を
設
置
し
た
公
園
が
全
国
的
に
増

加
し
て
い
る
。
市
内
の
公
園
を
、
よ
り
有
効
活
用
し
健

康
保
持
を
目
指
し
て
い
た
だ
く
等
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
公
園
づ
く
り
の
た
め
健
康
遊
具
を

設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
市
の
管
理
す
る
公
園
は
、
平
成
２７
年
度
か
ら
始
ま

る
「
加
東
市
公
園
施
設
長
寿
命
化
修
繕
計
画
」
に
基
づ

き
健
全
度
が
低
く
緊
急
性
の
高
い
施
設
か
ら
順
に
修
繕

を
計
画
し
て
お
り
、
健
康
歩
道
、
遊
具
や
使
用
説
明
看

板
に
つ
い
て
も
そ
の
必
要
性
を
見
極
め
な
が
ら
進
め
て

い
く
。

　
新
た
な
遊
具
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
そ
の
公
園
の
用

途
に
よ
っ
て
種
類
が
決
め
ら
れ
る
が
、
老
朽
化
し
た
遊

具
と
同
様
の
も
の
を
更
新
す
る
だ
け
で
な
く
健
康
遊
具

の
設
置
も
考
慮
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

□「
徘
徊
ネ
ッ
ト

　
ワ
ー
ク
」
づ

　
く
り
に
つ
い

　
て



防犯協会所有の青色防犯パトロールカー

操法大会 開会式

１３ 加東市 議会だより Ｎｏ.３０

問答問答

岸
本
眞
知
子

小
紫 

泰
良

石
井 

雅
彦

問答

問答問答問答

　
　
講
演
会
や
講
座
・
学
習
会
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
会

場
に
、
子
ど
も
さ
ん
の
託
児
を
す
る
託
児
サ
ポ
ー
タ
ー

を
派
遣
す
る
こ
と
で
子
育
て
世
代
の
活
動
参
加
の
促
進
、

ま
た
、
マ
イ
ツ
リ
ー
ペ
ア
レ
ン
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的

の
充
実
・
回
復
に
も
繋
が
る
と
思
わ
れ
る
が
。

　
　
市
の
様
々
な
講
演
会
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
お
け
る

託
児
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
協
力
会
員
が
託
児
サ
ポ
ー
タ
ー
を

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
同
協
力
会
員
の
中
で
特
別

チ
ー
ム
の
よ
う
な
形
で
の
位
置
付
け
が
で
き
な
い
も
の

か
子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら
研
究
す
る
。

防
災
訓
練
に
つ
い
て

　
　
操
法
大
会
で
は
ど
の
地
区
も
操
法
を
見
事
に
実
演

さ
れ
て
い
る
雄
姿
を
、
特
に
地
域
の
子
ど
も
達
に
見
せ

る
機
会
は
な
い
も
の
か
。

　
　
消
防
団
の
力
強
い
操
法
訓
練
の
様
子
な
ど
を
見
て

も
ら
う
こ
と
は
消
防
団
の
将
来
的
な
発
展
に
寄
与
す
る

も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
移
転
計
画

の
あ
る
新
加
東
消

防
署
で
操
法
大
会

に
使
用
す
る
専
用

の
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
す
る
計
画
の
中
、

市
民
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
大
会
を
運
営

で
き
る
よ
う
に
配

慮
も
加
え
た
い
。

　
　
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
に
よ
る
最
近
の
パ
ト

ロ
ー
ル
巡
回
の
状
況
は
。

　
　
市
の
管
理
職
員
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
市

内
の
児
童
・
生
徒
の
下
校
時
に
、
年
間
三
〇
〇
回
を
超

え
る
巡
回
体
制
で
パ
ト
ロ
ー
ル
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　
　
西
脇
市
で
は
、
市
の
公
用
車
10
台
に
青
色
回
転

灯
を
設
置
し
、
職
員
の
外
出
時
に
乗
車
し
て
防
犯
の
啓

発
に
備
え
て
い
る
が
。

　
　
加
東
市
で
は
、
市
の
公
用
車
５
台
の
他
に
防
犯
協

会
、
防
犯
委
員
所
有
の
車
両
合
わ
せ
て
２２
台
に
て
啓
発

に
努
め
て
い
る
。

　
　
そ
の
他
、
加
東
市
独
自
の
防
犯
対
策
は
。

　
　
地
区
の
公
民
館
の
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
設
置
の
補
助

や
、
ま
た
、
本
年
度
は
防
犯
灯
を
新
た
に
４
２
１
灯
設

置
す
る
。
防
犯
カ
メ
ラ
を
昨
年
度
は
３
箇
所
に
設
置
し

た
が
、
本
年
度
は
６
箇
所
に
設
置
し
、
ハ
ー
ド
面
で
の

防
犯
体
制
の
強
化
を
は
か
っ
て
い
く
。

加
東
市
の
将
来
若
年
女
性
　
　

激
減
予
測
に
つ
い
て

夏
に
向
け
て
の
　
　
　
　
　
　

防
犯
対
策
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
　「
将
来
若
年
女
性
激
減
予
測
」
は
、
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
昨
年
公
表
し
た
将
来
推
計
人

口
を
基
に
、
子
ど
も
を
産
む
中
心
の
世
代
で
あ
る
若
年

女
性
の
数
を
有
識
者
ら
で
つ
く
る
「
日
本
創
生
会
議
」

の
分
科
会
が
試
算
。
2
0
4
0
年
に
2
0
1
0
年
と

比
べ
て
半
数
以
下
と
な
る
自
治
体
は
全
体
の
４９
・
8
％

に
上
っ
て
い
る
。

　
こ
の
厳
し
い
数
字
を
受
け
、
加
東
市
で
も
今
ま
で
以

上
の
定
住
促
進
、
子
育
て
支
援
を
す
る
必
要
は
な
い
の
か
。

　
　
加
東
市
の
若
年
女
性
減
少
率
の
予
想
数
値
は
、
２６

・
４
％
で
あ
り
、
兵
庫
県
下
の
中
で
数
値
は
良
い
方
で

あ
る
が
、
そ
れ
で
も
高
い
減
少
率
で
あ
り
危
機
感
を
持

っ
て
い
る
。

　
今
ま
で
以
上
の
定
住
促
進
の
取
り
組
み
と
し
て
、
子

育
て
支
援
と
就
労
支
援
に
加
え
て
、
市
民
の
安
全
安
心

を
最
優
先
に
ま
ち
の
活
力
と
賑
わ
い
づ
く
り
の
推
進
、

教
育
環
境
の
充
実
、
定
住
自
立
圏
構
想
な
ど
新
た
な
取

り
組
み
に
よ
り
、

人
口
の
流
入
と
定

住
化
を
図
り
、
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

□
消
費
税
引
き
上

　
げ
に
よ
る
市
財

　
政
へ
の
影
響
及

　
び
今
後
の
対
応

　
に
つ
い
て
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問答

藤
田 

靖
夫

二
階 

一
夫

藤
尾
　
潔

問答問答問答問答

問答問答

　
　
道
の
駅
の
整
備
と
商
業
ゾ
ー
ン
活
性
化
事
業
の
取

り
組
み
は
加
東
市
の
「
活
力
あ
る
社
会
を
目
指
し
て
」

「
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
」
を
生
み
出
す
起
爆
剤
と
な

る
と
期
待
し
て
い
る
。

　
今
回
の
基
本
計
画
策
定
支
援
業
務
委
託
に
つ
い
て
は
、

業
務
内
容
を
見
る
と
大
変
な
事
務
量
で
あ
る
が
完
成
す

る
の
か
。

　
整
備
に
対
す
る
市
の
考
え
や
意
見
、
コ
ン
セ
プ
ト
等

は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
そ
れ
で
い
い
の
か
。
ま
た
、
消

費
者
や
生
産
農
家
の
声
・
既
存
商
業
者
の
意
向
等
は
検

討
し
反
映
さ
れ
る
の
か
。

　
　
当
初
予
定
し
て
い
た
よ
り
も
大
幅
に
期
間
は
伸
び

る
と
考
え
て
い
る
。
候
補
地
の
決
定
や
農
振
法
の
関
係

等
、
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
等
に
時
間
が
か
か
る
。

よ
い
も
の
を
作
り
上
げ
る
た
め
に
、
時
間
を
か
け
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　
市
の
考
え
や
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
業
務
を
進
め
て

い
く
中
で
協
議
し
た
り
関
係
団
体
等
の
意
見
を
取
り
入

れ
た
り
し
て
い
る
。
今
後
も
加
東
市
と
し
て
の
強
み
を

基
本
と
し
て
、
広
域
的
な
観
点
や
、
県
民
局
と
も
連
携

し
な
が
ら
検
討
し
、
最
終
的
に
は
市
が
決
定
し
て
い
く
。

市
と
し
て
は
「
道
の

駅
」
を
拠
点
と
し
て
、

市
内
の
各
施
設
や
観

光
名
所
な
ど
と
の
連

携
を
密
に
し
て
交
流

人
口
を
増
や
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
介
護
保
険
料
は
、
市
で
使
わ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
量
や

要
介
護
認
定
率
に
そ
の
ま
ま
関
連
す
る
。
今
ま
で
の
よ

う
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
い
う
視
点
だ
け
で
物

を
見
れ
ば
、
介
護
保
険
料
が
上
が
っ
て
行
く
一
方
で
あ
る
。

埼
玉
県
和
光
市
の
事
例
で
は
、
地
域
ケ
ア
会
議
で
個
々

の
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
精
査
し
、
自
立
支
援
に
つ
な
げ
、
介

護
保
険
料
の
上
昇
を
抑
制
し
て
い
る
。
加
東
市
の
次
期

計
画
に
お
け
る
自
立
支
援
の
考
え
方
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
支
援
か
ら
自
立
へ
、
の
考
え
の
も
と
介
護
予
防
事

業
の
普
及
拡
大
、
地
域
ケ
ア
会
議
で
の
介
護
予
防
プ
ラ

ン
の
点
検
を
行
い
、
高
齢
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）

向
上
を
念
頭
に
置
い
た
計
画
と
し
た
い
。

公
共
施
設
統
廃
合
に
つ
い
て

　
　
具
体
案
に
つ
い
て
、
市
民
へ
の
説
明
は
ど
う
す
る

の
か
。
説
明
会
を
開
く
べ
き
だ
。

　
　
年
明
け
ま
で
に
具
体
案
を
ま
と
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
で
市
民
の
意
見
を
聞
く
。
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
、
概
要

版
配
布
等
、
様
々
な
方
法
に
よ
り
説
明
を
行
う
。

「
新
た
な
道
の
駅
　
　
　
　
　
　

整
備
計
画
」
に
つ
い
て

東
条
地
域
の
　
　
　
　
　
　
　

　
　
バ
ス
路
線
の
拡
充
に
つ
い
て

介
護
保
険
の
見
通
し
に
つ
い
て

　
　
バ
ス
路
線
の
拡
充
は
、
誰
が
、
何
の
た
め
に
必
要

と
し
て
い
る
の
か
。
地
域
住
民
が
満
足
す
る
事
業
か
。

　
　
現
在
朝
夕
の
み
運
行
し
て
い
る
路
線
バ
ス
「
天
神

電
鉄
小
野
駅
線
」
の
車
両
を
利
用
し
た
取
り
組
み
で
、

「
天
神
」
を
起
点
に
、
昼
間
、
東
条
地
域
内
を
走
行
す

る
既
存
の
路
線
バ
ス
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
社
や

三
田
、
大
阪
、
三
宮
な
ど
へ
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
、
地
域
内
の
通
院
や
買
い
物
な
ど
に
も
利
用
で
き

る
ダ
イ
ヤ
を
設
定
し
、
東
条
地
域
の
皆
様
の
生
活
手
段

と
な
る
よ
う
計
画
し
た
。

東
条
地
域
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

　
　
東
条
地
域
の
県
道
小
野
藍
本
線
の
早
期
完
成
を
目

指
し
、
市
は
県
に
対
し
、
ど
う
対
応
し
て
い
る
の
か
。

　
　
松
沢
バ
イ
パ
ス
、
厚
利
地
内
、
掎
鹿
谷
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
県
と
協
調
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　
　
小
野
市
中
谷
町
か
ら
大
畑
に
接
続
さ
れ
た
道
路
と
、

南
山
か
ら
の
山
麓
線
へ
の
接
続
の
計
画
は
ど
う
か
。

　
　
現
在
の
と
こ
ろ
、
計
画
と
し
て
は
な
い
。

　
　
厚
利
社
線
の

栄
枝
か
ら
依
藤
野

間
の
坂
道
の
歩
道

設
置
の
計
画
は
ど

う
か
。

　
　
平
成
２６
年
度

か
ら
の
県
の
計
画

に
は
、
歩
道
設
置

の
計
画
は
さ
れ
て

い
る
。
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議
会
日
誌

議
会
日
誌

議
会
日
誌
《
主
な
も
の
》

議
会
報
告
会
実
行
委
員
会

議
会
広
報
委
員
会

東
播
・
淡
路
市
議
会
議
長
会
定
例
会

近
畿
市
議
会
議
長
会

　
　
　
　
　
　
定
期
総
会
前
理
事
会

近
畿
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

議
会
広
報
委
員
会

議
会
報
告
会
実
行
委
員
会

議
会
広
報
委
員
会

安
来
市
議
会
行
政
視
察
来
庁

西
脇
市
議
会
行
政
視
察
来
庁

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
会
報
告
会
実
行
委
員
会

兵
庫
県
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

議
会
報
告
会
実
行
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

第
５２
回
臨
時
会

全
員
協
議
会

第
６
回
議
会
報
告
会

厚
生
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

全
国
市
議
会
議
長
会
理
事
会

全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

第
５３
回
定
例
会
（
１
日
目
）

議
会
運
営
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
会
広
報
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

第
５３
回
定
例
会
（
２
日
目
）

議
会
報
告
会
実
行
委
員
会

第
５３
回
定
例
会
（
３
日
目
）

全
員
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
広
報
委
員
会

流
山
市
議
会
行
政
視
察
来
庁

４
月

２
日

３
日

１１
日

１５
日

１５
日

１６
日

１７
日

２２
日

２２
日

２５
日

２８
日

３０
日

３０
日

５
月

８
日

９
日

１４
日

１４
日

１７
日

２０
日

２６
日

２６
日

２７
日

２８
日

６
月

２
日

２
日

５
日

６
日

６
日

９
日

１８
日

１８
日

２０
日

２６
日

２６
日

２６
日

２６
日

３０
日

本会議の放送予定

　コミュニティチャンネル（７０２ｃｈ）を利用して、完全版の録画放映をしています。ぜひご覧ください。
なお、今回の議会だよりに記載されている内容については、以下の日程で放映される予定です。

日 　 時
８月１０日（日）９：００

８月１５日（金）９：００

８月１７日（日）９：００

８月２２日（金）９：００

８月２４日（日）９：００

８月２９日（金）９：００

（注：緊急時・イベント等状況により変更になる場合があります）
一般質問（８月１５日）の各議員の放映開始時間は、おおむね次のとおりです。

６月定例会（第１日）　議案審議

６月定例会（第２日）　一般質問

６月定例会（第３日）　議案審議

総務文教常任委員会

産業建設常任委員会

厚生常任委員会

再放送１８：００

再放送１８：００

再放送１８：００

再放送１８：００

再放送１８：００

内 　 　 　 　 　 　 容

※市議会ホームページでもインターネット録画配信をしていますので、あわせてご覧ください。

　このたび、藤田靖夫議員が、町議会・市議会議員として１５年
以上在職し、議員として長きにわたり議会制度の高揚、地域の振
興及び住民福祉の向上に尽力したとして、兵庫県知事から表彰
されました。

兵庫県功労者表彰

磯貝　邦夫
小川　忠市
石井　正敏
志方　　勉

９：０２
９：３６
１０：０５
１０：４７

１８：０２
１８：３６
１９：０５
１９：４７

長谷川勝己
長谷川幹雄
岸本眞知子
小紫　泰良

１１：０３
１１：１９
１１：３６
１２：０４

２０：０３
２０：１９
２０：３６
２１：０４

放 送 時 間 放 送 時 間
１２：１８
１２：３８�
１３：３０�
１３：５２

２１：１８
２１：３８�
２２：３０�
２２：５２

放 送 時 間議 員 名 議 員 名
石井　雅彦
藤田　靖夫
二階　一夫
藤尾　　潔

議 員 名



平池公園 夏のフェスティバル

９月定例会の予定　９月  ２日（火）９時３０分　議案審議　
　　　　　　　　　９月２２日（月）９時３０分　一般質問
　　　　　　　　　９月２６日（金）９時３０分　議案審議

１６

　
夏
真
っ
盛
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
夏
の
行
事
と
言
え
ば
、や
は
り
「
盆
踊
り
」で
す
。
今

年
も
、た
く
さ
ん
の
事
業
所
や
地
区
で
開
催
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
私
も
太
鼓
の
叩
き
手
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、ど
の
会
場
も
小
さ
い
子
か
ら
高
齢
者
ま
で
浴

衣
を
着
て
集
ま
っ
て
来
ら
れ
、誰
も
が
笑
顔
で
す
。

　
「
盆
踊
り
」
と
は
、盆
の
時
期
に
先
祖
を
供
養
す
る
た

め
の
行
事
で
あ
り
ま
す
が
、今
で
は
夏
の
祭
り
で
あ
り
、

地
区
や
事
業
所
の
大
事
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
よ
く
政
治
の
こ
と
を「
ま
つ
り
ご
と
」
と
言
い
ま
す
。
漢

字
で
書
け
ば「
政
」で
す
が
、ど
う
も
「
祭
り
」
と
通
じ
て

い
る
と
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

　
祭
り
で
共

に
汗
を
流
し

て
こ
そ
、地
域

が
ま
と
ま
り
、

住
み
よ
い「
ま

ち
づ
く
り
」
に

繋
が
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
。

　
市
行
政
に

し
て
も
、市
民

の
皆
様
の
ご
協

力
や
ご
理
解

が
な
け
れ
ば

前
に
進
み
ま

せ
ん
。

　
ま
ず
は
、住

み
よ
い
地
域
づ

く
り
の
た
め
、

盆
踊
り
に
参

加
し
て
い
た
だ

き
、暑
気
払
い

を
し
な
が
ら

共
に
「
ま
ち
づ

く
り
」
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

議会の傍聴に
お越しください

加東市役所５階に議場があります。

（
Ｋ
・
Ｈ
）
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加
東
市
立
三
草
保
育
園
は

昭
和
２７
年
に
開
設
さ
れ
、
平

成
１５
年
に
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
園
は
豊
か
な
自
然
に
囲

ま
れ
、
四
季
折
々
の
自
然
の

草
花
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
園
か
ら
望
む
山
々
の

変
化
に
も
目
を
向
け
る
と
心

も
癒
さ
れ
る
素
晴
ら
し
い
環

境
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
三
草
保
育
園
の
保
育
目
標

は
、「
心
身
共
に
た
く
ま
し
く
、

何
事
に
も
意
欲
を
も
っ
て
取

り
組
み
、
最
後
ま
で
や
り
ぬ

く
、
そ
し
て
豊
か
な
心
を
も

っ
た
子
ど
も
」
で
す
。
子
ど

も
は
遊
び
の
中
で
い
ろ
い
ろ

な
経
験
を
し
て
学
び
ま
す
。

気
候
の
い
い
時
は
園
外
保
育

に
出
か
け
、
自
然
に
触
れ
る

こ
と
で
気
づ
き
・
感
じ
る
こ

と
で
五
感
が
鍛
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
木
切
れ
な
ど
拾
っ
て

き
た
も
の
を
取
り
入
れ
創
造

す
る
こ
と
を
楽
し
み
、
歩
く

こ
と
で
自
然
と
体
力
づ
く
り

が
で
き
ま
す
。

　
異
年
齢
児
と
の
活
動
を
通

し
て
、
友
達
の
輪
を
広
げ
て

い
く
こ
と
で
、
良
い
と
こ
ろ

に
も
気
づ
く
、
困
っ
て
い
る

子
に
も
声
か
け
が
出
来
て
く

る
と
い
う
所
も
育
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　
４
年
前
か
ら
は
上
福
田
地

区
の
交
流
と
し
て
、
三
草
ふ

れ
あ
い
広
場
（
ふ
れ
あ
い
喫

茶
）
で
年
間
７
回
子
ど
も
達

の
歌
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

最
初
は
子
ど
も
達
が
歌
う
だ

け
で
し
た
が
、
今
で
は
、
会

場
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歌
っ

た
り
、
手
遊
び
を
し
た
り
し

て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
い
つ
も
お
出
会
い

す
る
方
か
ら
「
み
ん
な
が
、

来
て
く
れ
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
で
」
と
嬉
し
い
言

葉
を
言
っ
て
い
た
だ
い
て
子

ど
も
達
や
保
育
士
も
励
ま
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
方
の
ご
厚

意
に
よ
り
、
上
福
田
地
区
に

伝
わ
る
民
話
の
紙
芝
居
を
作

っ
て
頂
き
子
ど
も
達
の
生
活

す
る
上
福
田
地
区
の
素
晴
ら

し
い
所
な
ど
も
、
楽
し
み
な

が
ら
知
っ
て
い
く
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
達

の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、

保
護
者
・
地
域
・
園
と
連
携

を
と
り
な
が
ら
、
こ
の
地
域

な
ら
で
は
の
保
育
を
目
指
し

た
い
で
す
。
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